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産
業
界
で
温
暖
化
対
策
の

認
識
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
環

境
性
に
優
れ
た
ヒ
I
ト
ポ
ン

プ
の
活
用
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
機
器

自
体
の
性
能
も
上
が
り
、
こ

れ
ま
で
主
な
用
途
だ
っ
た
空

調
以
外
に
、
加
熱
に
使
う
事

例
も
出
始
め
て
い
る
。
モ
ノ

づ
く
り
の
現
場
で
も
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
は
熱
源
の
主
役
に

躍
り
出
よ
う
と
し
て
い
る
。
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事長

電気：：；~蜜わる

ヨ二干日Eヨ

電
化
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

空
調
機
な
ど
の
生
産
を
手

掛
け
る
東
芝
キ
ャ
リ
ア
の
富

士
事
業
所
〈
静
岡
県
富
士

市
）
。
生
産
工
程
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
と
二
酸
化
炭
素

〈C
0
2
）
排
出
量
の
削
減

を
図
る
た
め
、

2
0
0
8年

1
月
か
ら
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

の
塗
装
の
前
処
理
工
程
に
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
を
導
入
す
る
な

ど
「
電
化
フ
ァ
ク
ト
リ
I
」

を
進
め
て
い
る
。

そ
れ
ま
で
蒸
気
を
利
用
し

ス
も
従
来
の
4
割
ほ
ど
に
小

さ
く
な
っ
た
。
同
社
は
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
の
効
用
の
大
き
さ

に
「
今
後
も
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ

を
核
に
し
た
工
程
改
善
の
技

術
開
発
を
進
め
た
い
」
〈
東

芝
キ
ャ
リ
ア
生
産
技
術
部
）

と
積
極
利
用
に
意
欲
的
だ
。

燃
焼
に
よ
っ
て
熱
を
得
る

の
で
は
な
く
、
熱
媒
体
な
ど

を
使
っ
た
熱
の
移
動
で
加
熱

や
冷
却
を
す
る
ヒ
I
ト
ポ
ン

プ
。
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料

を
熱
源
と
す
る
ボ
イ
ラ
に
比

べ
、
加
熱
の
際
に
発
生
す
る

そ
の
状
況
が
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
技
術
の
向
上
に
よ
っ

て、

1
0
0度
C
を
超
え
る

熱
が
出
せ
る
産
業
用
の
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
機
器
が

ω年
度
に

電
力
会
社
と
機
器
メ
ー
カ
ー

の
協
力
に
よ
っ
て
相
次
ぎ
商

品
化
さ
れ
た
。
乾
燥
な
ど
の

よ
り
高
い
温
度
が
要
求
さ
れ

る
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
で

も
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
活
用

す
る
可
能
性
が
広
が
っ
た
。

さ
ら
に
誘
導
加
熱
〈
I
H
）

や
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
空
調
と

組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
工
場
の

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
可
能
性
拡
大

て
い
た
加
温
処
理
の
一
部

を
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

で
つ
く
る
湯
を
活
用
す
る
方

法
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、

年
3
0
2ト
ン
の

C
0
2
削
減

を
実
現
し
た
。

改
善
効
果
は
省
エ
ネ
、
省

C
0
2
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

塗
装
前
処
理
に
使
う
ス
ペ

I

ゥ
工
場
電
化
4

C
O
2
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
を
大
幅
に
削
減
で
き

る
。
だ
が
加
熱
で
出
せ
る
温

度
が
1
0
0度
C
程
度
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

産
業
面
で
は
空
調
や
給
湯
に

利
用
が
限
ら
れ
て
い
た
。

9

オ
ー
ル
電
化
4
も
現
実
味
を

帯
び
て
き
た
。

政
府
も
拡
大
に
本
腰

政
府
も
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
の

用
途
拡
大
に
本
腰
を
入
れ

る
。
加
年
ま
で
に
C
0
2
排

次世代型産業用ヒートポンプのイメージ

目ぷ編

集 温水ヒートポンプ

~ ,Jf 

｜ 「分散設置jで熱口ス低減

現
実
味

出
量
を

ω年
比
で
お
%
減
ら

す
中
期
目
標
を
掲
げ
る
政
府

に
と
っ
て
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

の
普
及
は
欠
か
せ
な
い
政
策

課
題
だ
か
ら
だ
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
日

年
度
に
立
ち
上
げ
た
「
次
世

代
型
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ

ム
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
。
機
器
メ
ー
カ
ー
、
利

用
者
、
研
究
者
が
参
加
し
て

初
年
ま
で
に
コ
ス
ト
を
4
分

の
3
に
下
げ
、
効
率
は
現
在

の
1
・5
倍
に
引
き
上
げ
る 庁ギ

『

ν
、ネ工商

陣資典出

次
世
代
型
の
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ

の
開
発
を
目
指
し
、
技
術
課

題
の
検
討
を
始
め
た
。
「
産

業
分
野
の
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
の

利
用
を
考
え
る
た
め
、
ロ
年

度
ま
で
の
3
年
で
研
究
開
発

を
進
め
る
」
〈
坂
本
敏
幸
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
課
長
）
と
い
う
。

実
態
把
握
こ
れ
か
ら

た
だ
「
工
場
が
実
際
に
何

度
C
の
蒸
気
を
ど
れ
だ
け
使

っ
て
い
る
か
、
実
態
が
ま
だ

分
か
っ
て
い
な
い
」
〈
同
）

こ
と
が
新
た
な
機
器
開
発
の

課
題
と
し
て
横
た
わ
る
。

省
ス
ペ
ー
ス
化
や
燃
焼
を

な
く
す
こ
と
に
よ
る
安
全
性

や
労
働
環
境
の
向
上
な
ど
省

エ
ネ
以
外
で
も
モ
ノ
づ
く
り

の
現
場
の
質
的
向
上
に
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
る
ヒ
I
ト

ポ
ン
プ
。
日
本
エ
レ
ク
ト
ロ

ヒ
I
ト
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を

得
て
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
の
産
業

利
用
の
導
入
事
例
を
検
証
。

モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
の
ニ
ー
ズ
や
有
効

活
用
の
方
策
を
探
る
。


